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障
が
い
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律

「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」

（
略
称「
障
害
者
雇
用
促
進
法
」）が
昨
年
改
正
さ
れ
、

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
法
定
雇
用
率
が
変
わ
る
な
ど
、

企
業
と
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
は
当
所
の
障
が
い
者
雇
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
内
容
と
、

栃
木
労
働
局
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

障
害
者
雇
用
促
進
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
28
年
に
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
事
業
主
に
大
き
く
関
わ
る
の
は
、
来
年
（
平

成
30
年
）
４
月
１
日
か
ら
の
障
が
い
者
雇
用
の
法

定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
で
し
ょ
う
（
表
１
）。

　

民
間
企
業
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
「
従
業
員
50

人
以
上
の
企
業
が
対
象
、
法
定
雇
用
率
２・０
％
」

で
あ
っ
た
も
の
が
「
従
業
員
45
・
５
人
以
上
、
２
・

２
％
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
企
業
は

早
め
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
も
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
（
短
時
間
労
働
者
は
1
人
を
0.
5
人
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
）。

❶
対
象
と
な
る
事
業
主
の
範
囲
が
、
こ
れ
ま
で
従

業
員
50
人
以
上
で
あ
っ
た
も
の
が
、
45
・
５
人
以

上
に
広
が
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
事
業
主
に
は
、
次
の
よ
う
な
義
務
が

あ
り
ま
す
。

◎
毎
年
６
月
１
日
時
点
の
障
が
い
者
の
雇
用
状
況

を
、
ハロ
ー
ワ
ー
ク
に
報
告
す
る

◎
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
と
継
続
を
図
る
た
め
の

「
障
害
者
雇
用
推
進
者
」
を
選
任
す
る
よ
う
努
め
る

❷
平
成
33
年
４
月
ま
で
に
、
さ
ら
に
０・１
％
引

き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
今
後
、
労
働
政
策

審
議
会
で
議
論
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
３
年
以
内
に
民
間
の
法
定
雇
用
率
は
２・３
％
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
対
象
と
な
る
事

業
主
も
従
業
員
43
・
５
人
以
上
と
な
り
ま
す
。

　

栃
木
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課
の
地

方
障
害
者
雇
用
担
当
官
で
あ
る
高
塩
博
行
さ
ん
は

「
障
が
い
者
雇
用
は
社
会
の
流
れ
で
す
」
と
話
し

ま
す
。

　
「
最
近
で
は
、
企
業
の
方
々
の
意
識
も
良
い
方
向

に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
障
が
い
者
の
方
々

の
就
職
へ
の
意
欲
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
近

年
は
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
労
働
力
不
足
の
問

題
も
、
徐
々
に
深
刻
化
し
つつ
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
時
代
に
労
働
意
欲
の
あ
る
方
が
社
会
に
出
る

こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

政
府
の
掲
げ
て
い
る
『
働
き
方
改
革
』
に
お
い
て

も
、
障
が
い
者
雇
用
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
近

年
は
『
共
生
社
会
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
唱
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
健
常
者
も
障
が
い
者
も
と
も
に
働

き
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
は
、
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
的
に
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
企

業
は
障
が
い
者
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組
む

企
業
が
増
加

　

当
所
で
は
今
年
６
月
に
障
が
い
者
雇
用
と
高
齢

者
雇
用
に
関
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
７
月
に
報
告
書
を
ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
障
が
い

者
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

1 
調
査
の
概
要

【
調
査
目
的
】

人
口
減
少
や
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
伴
う
労

働
力
不
足
の
中
で
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
雇
用
は

企
業
経
営
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
平
成
28

年
障
害
者
雇
用
状
況
の
集
計
結
果
」
に
よ
れ
ば
、

民
間
企
業
に
お
け
る
障
が
い
者
の
実
雇
用
率
は
過

去
最
高
を
更
新
し
１
・92
%
と
な
り
ま
し
た
。
企

業
の
障
が
い
者
雇
用
へ
の
取
り
組
み
が
活
発
化
す

る
中
、
平
成
30
年
に
は
法
定
雇
用
率
の
算
定
基
礎

に
精
神
障
が
い
者
の
数
が
加
わ
り
、
法
定
雇
用
率

は
さ
ら
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
会
員
企
業
の
障
が
い
者
・
高
齢

者
雇
用
の
現
状
・
課
題
・
動
向
を
調
査
し
、
当
所

の
事
業
の
立
案
・
実
施
に
繋
げ
、
会
員
企
業
の
障

が
い
者
・
高
齢
者
の
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
に
実

施
し
ま
し
た
。

【
調
査
期
間
】

平
成
29
年
６
月
13
日
〜
30
日

【
調
査
方
法
】

平
成
29
年
６
月
１
日
時
点
で
の
調
査
と
し
、
郵
送

に
よ
り
実
施

【
調
査
対
象
】（
表
２
）

従
業
員
50
人
以
上
の
会
員
企
業
３
２
７
社

※
営
利
企
業
以
外
の
団
体
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、便
宜
上
す
べ
て「
企
業
」と
表
記
し
て
い
ま
す
。

【
回
収
状
況
】

回
答
企
業
数
２
０
１
社
（
61
・
５
％
）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
割
合
（
%
）
は
、
全
体
で

1
0
0
％
と
な
る
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。

2 
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

①
障
が
い
者
の
雇
用
状
況
（
図
1
）

「
雇
用
し
て
い
る
」
が
69
・
２
%
、「
過
去
に
も
現

在
も
雇
用
し
て
い
な
い
」
が
22
・
９
%
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
雇
用
し
て
い
る
障
が
い
者
の
障
が
い
の
種
別

（
図
2
）

「
身
体
障
が
い
者
」
が
66
・
８
%
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
知
的
障
が
い
者
」
が
20
・
７
%
、「
精

神
障
が
い
者
」
が
12
・
１
%
と
な
って
い
ま
す
。

③
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
き
っ
か
け
、
理
由

「
企
業
と
し
て
障
が
い
者
雇
用
の
社
会
的
責
任
が

あ
る
と
考
え
た
か
ら
」
が
20
・
３
%
、「
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
」
が
18
・
３
%
、「
従

業
員
が
採
用
後
、
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
が
い
者

に
な
っ
た
」
が
14
・
３
%
と
な
って
い
ま
す
。

④
障
が
い
者
の
業
務
内
容
（
図
3
）

「
事
務
（
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
書
類
作
成
な
ど
）」
が

30
・
６
%
、「
清
掃
・
洗
濯
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
洗

い
場
な
ど
）」
が
13
・３
%
、「
製
造
・
技
能
職
（
工

場
勤
務
な
ど
）」
が
12
・
５
%
と
な
って
い
ま
す
。

⑤
障
が
い
者
の
雇
用
形
態

「
正
社
員
」
が
46
・６
%
、「
パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
」

が
32
・
１
%
、「
契
約
社
員
」
が
13
・
５
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

⑥
障
が
い
者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

「
通
常
勤
務
の
従
業
員
が
対
応
」
が
62・３
%
、「
特

に
行
って
い
な
い
」
が
27
・
２
%
と
な
って
い
ま
す
。

⑦
障
が
い
者
の
入
社
後
の
定
着
状
況
（
図
4
）

「
定
着
は
う
ま
く
いって
お
り
、課
題
も
特
に
な
い
」

が
59
・
０
%
、「
定
着
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
が
、

課
題
を
感
じ
て
い
る
」
が
36
・
０
%
で
あ
り
、
定

着
は
う
ま
く
いっ
て
い
る
と
回
答
し
た
企
業
は
95
・

０
%
と
な
って
い
ま
す
。

障
が
い
者
雇
用
の

現
状
と
取
り
組
み

当
所
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と

栃
木
労
働
局
の
取
り
組
み

障がい者雇用促進

特集1／障がい者雇用促進

特集1

障害者の
法定雇用率の改定

民間企業の
法定雇用率

現行2.0%

平成30年
４月１日以降

2.2
%

国、地方公共団体等
法定雇用率

現行2.3%

平成30年
４月１日以降

2.5
%

都道府県等の教育委員会
法定雇用率

現行2.2%

平成30年
４月１日以降

2.4
%

表１

従業員規模・資本金規模は、６月８日現在の当所への登録状況となっています。

アンケート調査対象表2

障がい者雇用について図1

雇用している障がい者の
障がいの種別について

図2

障がい者の業務内容図3

従業員規模別

資本金規模別

50～100人 174 社 53.3 %

101～200人 67 社 20.5 %

201～300人 36 社 11.0 %

301～400人 10 社 3.1 %

401～500人 8 社 2.4 %

501～600人 8 社 2.4 %

601～700人 3 社 0.9 %

701～800人 4 社 1.2 %

801～900人 2 社 0.6 %

901～1,000人 0 社 0.0 %

1,001～1,500人 4 社 1.2 %

1,501～2,000人 2 社 0.6 %

0~1,000万円 70 社 21.4 %

1,000万円超~2,000万円 35 社 10.7 %

2,000万円超~3,000万円 26 社 8.0 %

3,000万円超~5,000万円 42 社 12.8 %

5,000万円超~1億円 59 社 18.0 %

1億円超~5億円 30 社 9.2 %

5億円超~ 65 社 19.9 %

合計 327 社 100.0 %

2,001人～ 9 社 2.8 %

合計 327 社 100.0 %

雇
用

し
て
い
る

身体障がい者

事　務
（パソコン入力、書類作成など）

製造・技能職
（工場勤務など）

営　業

販　売
（店員、レジ打ちなど）

清掃・洗濯
（クリーニング、洗い場など）

施設管理
（警備、草取り、駐車場整理など）

福祉・医療サービス

専門技術職

荷物運び・梱包・陳列

接客・案内
（受付、電話対応など）

軽作業
（ラベル貼り、バリ取りなど）

その他

無回答

知的障がい者

精神障がい者

不明・未確認

69.2%

66.8 %

20.7 %

12.1 %

0.4 %

30.6 %

12.5 %

4.0 %

2.4 %

13.3 %

2.4 %

2.0 %

4.8 %

6.5 %

5.7 %

8.5 %

6.9 %

0.4 %

過去にも現在も
雇用していない

過去に
雇用していたが、
現在は雇用していない

7.9 %

22.9 %
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⑧
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
「
良
か
っ
た
」
と
感

じ
る
点
（
図
5
）

「
事
業
所
と
し
て
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
た
」
が

27
・1
%
、「
戦
力
と
な
って
働
い
て
も
ら
え
て
い
る
」

が
21
・
３
%
、「
障
が
い
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ

た
」
が
20
・
７
%
と
な
って
い
ま
す
。

⑨
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
「
難
し
い
」
と
感
じ

る
点
（
図
６
）

「
担
当
で
き
る
仕
事
が
限
定
さ
れ
る
」
が
37
・
８

%
、「
他
の
従
業
員
の
負
担
が
大
き
い
」
が
16
・

２
%
と
な
って
い
ま
す
。

⑩
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
な
い
理
由

「
業
務
内
容
が
障
が
い
者
に
適
し
て
い
な
い
」
が

25
・
５
%
、「
障
が
い
者
雇
用
に
対
応
し
た
設
備

が
不
十
分
」
が
17
・
９
%
、「
障
が
い
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
人
員
・
体
制
が
不
十
分
」
が
14
・
５
%
と

な
って
い
ま
す
。

⑪
今
後
の
障
が
い
者
雇
用
へ
の
展
望

「
法
定
基
準
に
合
わ
せ
て
雇
用
し
た
い
」
が
55
・

２
%
、「
積
極
的
に
雇
用
し
た
い
」
が
16・９
%
、「
雇

用
す
る
予
定
は
な
い
」
が
12
・
９
%
と
な
っ
て
い
ま

す
。

⑫
障
が
い
者
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
、
事
業
者

側
に
必
要
と
思
わ
れ
る
事
項

「
障
が
い
者
の
能
力
、
適
性
に
関
す
る
情
報
」
が

17
・
６
%
、「
障
が
い
者
雇
用
に
伴
う
環
境
整
備
・

投
資
」
が
15・０
%
、「
障
が
い
者
に
対
す
る
知
識
、

理
解
の
浸
透
」
が
14
・
０
%
と
な
って
い
ま
す
。

⑬
障
が
い
者
雇
用
の
相
談
・
連
携
先
、
支
援
を

受
け
て
い
る
機
関

「
公
共
職
業
安
定
所
」
が
37
・
２
%
、「
特
別
支

援
学
校
等
」
が
15
・
１
%
、「
障
が
い
者
就
業
支

援
を
行
う
公
的
な
機
関
」
が
14
・
８
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。

⑭
宇
都
宮
商
工
会
議
所
に
期
待
す
る
取
り
組
み

や
支
援

「
公
的
支
援
制
度
等
の
情
報
提
供
」
が
33
・
０
%
、

「
学
校
、
障
が
い
者
就
労
支
援
機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
支
援
」
が
24
・
０
%
、「
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
」
が
20
・
８
%
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組

む
企
業
が
多
い
こ
と
が
分
り
ま
す
。
現
在
取
り
組

ん
で
い
な
い
企
業
で
も
、「
積
極
的
に
雇
用
し
た
い
」

と
「
法
定
基
準
に
合
わ
せ
て
雇
用
し
た
い
」
を
合

せ
る
と
72
％
に
も
な
り
、
雇
用
に
向
け
た
企
業
の

意
欲
は
決
し
て
低
く
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

雇
用
の
理
由
は
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」

（
20
・３
％
）
や
「
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
」

（
18
・
３
％
）
な
ど
が
目
立
ち
ま
す
。
雇
用
し
て

良
か
っ
た
点
で
も
や
は
り
「
事
業
所
と
し
て
社
会

的
責
任
が
果
た
せ
た
」（
27
・
1
％
）
や
「
障
が

い
者
雇
用
率
を
達
成
で
き
た
」（
17
・
７
％
）
が
大

き
い
よ
う
で
す
が
、
一
方
で
「
戦
力
と
な
っ
て
働
い

て
も
ら
え
て
い
る
」
と
す
る
回
答
も
21・３
％
も
あ

り
、
適
材
適
所
で
あ
れ
ば
障
が
い
者
で
あ
っ
て
も

健
常
者
同
様
に
戦
力
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
企

業
も
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

雇
用
し
て
い
る
障
が
い
者
の
種
別
は
身
体
障
が

い
者
が
６
割
以
上
を
占
め
、
知
的
障
が
い
者
や
精

神
障
が
い
者
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
精
神
障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

栃
木
県
で
は

雇
用
障
が
い
者
数
は
連
続
増
加

　

障
が
い
者
は

◎
身
体
障
が
い
者

◎
知
的
障
が
い
者

◎
精
神
障
が
い
者

◎
そ
の
他

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
と
い
う
の
は
発
達
障

が
い
や
難
治
性
疾
患
患
者
（
症
例
数
が
少
な
く
、

原
因
不
明
で
、
治
療
方
法
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、

生
活
面
へ
の
長
期
に
わ
た
る
支
障
が
あ
る
疾
患
の

患
者
）
な
ど
で
す
。

　

法
律
で
雇
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

身
体
障
が
い
者
と
知
的
障
が
い
者
で
す
。
た
だ
し

来
年
４
月
以
降
は
、
精
神
障
が
い
者
が
実
雇
用
率

算
定
の
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

分
り
や
す
く
言
え
ば
「
精
神
障
が
い
者
を
雇
用
し

て
い
る
企
業
は
、
同
数
の
身
体
障
が
い
者
ま
た
は

知
的
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
も
の
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、

身
体
障
が
い
者
の
雇
用
は
あ
る
程
度
進
ん
で
お

り
、
企
業
側
に
も
受
け
入
れ
態
勢
が
で
き
つつ
あ

る
よ
う
で
す
。
一
方
で
知
的
障
が
い
者
や
精
神
障

が
い
者
、
そ
の
他
に
含
ま
れ
る
発
達
障
害
な
ど
に

つい
て
は
、一
般
の
理
解
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

　

栃
木
県
内
で
の
障
が
い
者
雇
用
の
現
状
は
、
ど

う
な
って
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

栃
木
労
働
局
の
高
塩
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
県
内
で

民
間
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
が
い
者
の
人
数

は
、
平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
で
３
７
８
１
人
。
前

年
と
比
較
し
て
６・２
％
、
２
２
２
人
の
増
加
で
す
。

　
「
雇
用
障
が
い
者
数
は
、
12
年
連
続
で
過
去
最

高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
栃
木
県
内
の

企
業
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
は
、
着
実
に
進
展

し
て
い
ま
す
」

　

実
雇
用
率
は
１
・
90
％
で
全
国
35
位
（
全
国
平

均
は
１・
92
％
）
で
、残
念
な
が
ら
少
々
低
め
で
す
。

し
か
し
法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
57
・

３
％
、
全
国
21
位
で
す
か
ら
、
雇
用
者
数
も
雇
用

率
も
今
後
伸
び
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
、
障
が
い
者
の
職
業
紹
介

件
数
は
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の

就
職
件
数
は
１
６
１
０
件
で
、
10
年
前
に
比
べ
る

と
２
倍
以
上
で
す
。
今
後
も
伸
び
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
」

　

そ
の一
方
で
、
い
く
つ
か
の
懸
念
も
あ
る
と
い
い

ま
す
。

　
「
現
状
で
は
『
法
律
で
定
め
ら
れ
た
人
数
だ
け

雇
用
す
れ
ば
良
い
』
と
捉
え
て
い
る
企
業
が
あ
り

ま
す
。
で
き
れ
ば
、
法
定
雇
用
率
以
上
に
雇
用

し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
企
業

の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
一
朝
一
夕
に
解
決
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」

　

前
出
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
雇
用
理
由
に
つ
い
て

「
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
」
が
18
・
３

%
と
最
も
多
い
回
答
で
し
た
。
ま
た
今
後
の
雇
用

人
数
に
つ
い
て
は
、
回
答
企
業
の
半
数
以
上
が
法

律
で
定
め
ら
れ
た
人
数
と
答
え
て
い
ま
す
。
法
定

雇
用
率
と
い
う
「
義
務
」
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
良
し

と
す
る
考
え
を
、
見
て
取
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

で
す
。

　
「
特
に
、
知
的
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者
に
つ

い
て
は
、
先
入
観
で
『
ダ
メ
』
と
し
て
し
ま
う
企

業
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
実
際
に

雇
用
し
て
い
る
企
業
か
ら
は
『
雇
用
し
て
よ
か
っ

た
』
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
障
が
い
者

の
実
際
に
触
れ
て
み
て
欲
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

当
所
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
障
が
い
者
の
入
社
後
の

定
着
状
況
」
で
も
、
95
％
の
企
業
が
、
雇
用
し
た

障
が
い
者
が
定
着
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
『
良
か
っ
た
』
と
感

じ
る
点
」
で
も
「
戦
力
と
な
って
働
い
て
も
ら
え
て
い

る
」
と
の
回
答
が
約
21
％
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
後
雇

用
企
業
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
企
業
の
見
方
や
感

じ
方
も
変
わ
って
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

障
が
い
者
を
知
る
こ
と
が
重
要

　

栃
木
労
働
局
で
は
11
月
18
日
か
ら
「
精
神
・

発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
精
神
障
が
い
者
や
発
達

障
が
い
者
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
や
、
一
緒
に

働
く
た
め
に
必
要
な
配
慮
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う

講
座
で
す
。

　
「
雇
用
促
進
・
職
場
定
着
の
た
め
に
は
、
企
業

経
営
者
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
一
緒
に
働
く
こ
と

に
な
る
従
業
員
の
方
へ
の
啓
蒙
活
動
が
不
可
欠
で

す
。
障
が
い
者
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
実
際
に
障
が
い
者
の
方
々
と
接
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
共
生
社
会
の
実
現
の
根
幹
で
あ

る
と
思
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
障
が
い
者
へ
の
理
解
は
進
ん
で
い
る

も
の
の
、
知
的
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者
、
発

達
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
理
解
度
が

高
く
は
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
特
に
精

神
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
根
強
い
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
も
あ
り
、
理
解
が
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
精
神
・
発
達
障
が
い
者
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

講
座
を
開
催
し
た
の
で
す
」

　

短
い
期
間
で
か
ぎ
ら
れ
た
回
数
の
講
座
で
す
の

で
、
意
欲
は
あ
って
も
参
加
で
き
な
い
人
も
多
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
出
前
講
座
を

申
し
込
め
ば
、
講
師
が
職
場
に
来
て
く
れ
る
制
度

も
、
近
々
ス
タ
ー
ト
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
障
が
い
者
を
３
カ
月
試
行
雇
用
す
る
「
障

害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
」
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
期
間
に
適
性
や
能
力
を
確
認
し
、
そ
の

後
の
正
式
雇
用
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
が
、
企
業
に
と
って
も
障
が
い
者
と
の

付
き
合
い
方
を
試
行
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

問合せ

栃木労働局
職業安定部職業対策課

☎028-610-3557
※具体的な障がい者雇用の
相談は、地元ハローワークで

対応しています。

こ
れ
に
は
助
成
金
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
意
欲
あ

る
企
業
が
挑
戦
し
や
す
い
制
度
と
な
って
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成

金
」
な
ど
、
障
が
い
者
雇
用
を
推
進
す
る
た
め
の

助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
問
い
合
わ

せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

高
塩
さ
ん
は
「
実
際
の
姿
を
知
って
い
た
だ
け
れ

ば
、
企
業
側
も
受
け
入
れ
る
た
め
に
ど
ん
な
準
備

が
必
要
か
が
分
か
り
、
雇
用
促
進
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
職
場
見
学
・
職
場
実
習
の
受
け
入

れ
か
ら
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、
共
生
社
会
が
成
熟
し
て
い
く
中
で
、
地

域
社
会
や
企
業
内
で
障
が
い
者
と
向
き
合
う
こ
と

が
、
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

障
が
い
者
雇
用
の
問
題
を
、
法
律
上
の
義
務
と
だ

け
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
そ
の
人
の
個

性
を
引
き
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
努
力
し
て
い
た

だ
け
る
と
、う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

※
記
事
中
、「
障
が
い
者
」
表
記
と
「
障
害
者
」
表
記
が
混
在
し

て
い
ま
す
。
当
所
で
は
基
本
的
に
前
者
で
表
記
し
て
い
ま
す
が
、
法

律
用
語
な
ど
で
後
者
表
記
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
使

用
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

栃木労働局
職業安定部職業対策課
地方障害者雇用担当官

高塩　博行さん

特集1／障がい者雇用促進

障がい者の入社後の定着状況図4

障がい者を雇用して「良かった」と感じる点図5

障がい者を雇用して「難しい」と感じる点図6

障がい者に対する理解が深まった

事業所として社会的責任を果たせた

戦力となって働いてもらえている

他の従業員に良い影響が与えられた

担当できる仕事が限定される

他の従業員の負担が大きい

継続的な勤務が難しい

情報交換や意思疎通が難しい

外勤や通勤手段の確保が難しい

職場での人間関係に困難が生じている

その他

無回答

顧客や地域住民から良い評価を得られた

障がい者雇用率を達成できた

業務内容の見直し等を行い効率化できた

障がいのあるお客さまへの対応等、
仕事の質が向上した

マニュアルが整備された

研修内容が改善された

その他

無回答

定着はうまくいっており、
課題も特にない

定着はうまくいっているが、
課題を感じている

定着がうまくいっておらず、
課題を感じている

その他
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0.0 %

3.6 %

21.3 %

27.1 %

20.7 %

7.5 %

10.4 %

6.5 %

5.4 %

9.4 %

6.8 %

16.2 %

37.8 %


